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凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

会
員
訪
問
・
Ａ
Ｐ
Ｒ
グ
ル
ー
プ 

北
海
道
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
蝦
夷
屋（
３
面
）

　

毎
日
新
聞
社
の
『
週
刊
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
』
最
終
頁
に
、「
グ
ラ
フ
の

声
を
聞
く
」
と
い
う
図
表
入
り
コ

ラ
ム
が
あ
る
。
相
場
研
究
家
市
岡

繁
男
さ
ん
の
執
筆
で
、
最
新
号
は

「
円
安
・
戦
争
で
必
需
品
価
格
の

上
昇
が
本
格
化
」
と
４
月
の
物
価

に
言
及
。
持
ち
家
に
対
す
る
帰
属

家
賃
（
支
払
わ
ず
に
す
む
家
賃
）

を
除
い
た
総
合
は
３
・
０
％
と
政

府
発
表
よ
り
高
い
。
さ
ら
に
毎
日

消
費
す
る
電
気
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

食
料
品
の
価
格
が
高
騰
。
と
り
わ

け
電
気
代
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が

低
下
し
て
い
る
時
期
で
も
10
年
間

で
35
％
も
上
昇
、
国
際
競
争
力
の

観
点
か
ら
問
題
視
す
る
。
食
料
品

も
10
年
間
で
魚
介
類
が
35
％
、
肉

類
が
22
％
も
上
昇
し
て
お
り
、
原

因
は
「
円
安
」
と
の
こ
と
。
６
月

に
入
っ
て
再
び
円
安
が
進
ん
で
お

り
、
今
後
の
電
力
や
輸
入
食
料
な

ど
の
高
騰
が
気
に
な
る
。
イ
ン
フ

レ
を
参
議
院
選
挙
の
争
点
に
し
て

は
ど
う
か
、黒
田
日
銀
総
裁
の
「
値

上
げ
許
容
度
が
高
ま
っ
て
い
る
」

発
言
に
は
我
慢
な
ら
な
い
。（
峰
）

道
商
工
連
・
同
協
同
組
合
の
総
会
は
６
月
28
日
に
開
催

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

理
事
会
で
議
案
承
認
、会
員
拡
大
方
針
も

　

理
事
会
・
常
任
理
事
会
で
は
、

北
海
道
商
工
連
盟
（
以
下
商
工
連

盟
）と
同
協
同
組
合（
以
下
協
同
組

合
）
の
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

と
決
算
・
会
計
監
査
報
告
、
２
０

２
２
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
を

承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
連
盟
の
会
員
拡
大

と
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
、
労
商

提
携
に
賛
同
す
る
労
働
組
合
を
対

象
に
し
た
特
別
賛
助
会
員
に
つ
い

て
、
個
人
事
務
所
や
法
人
の
加
入

を
促
進
す
る
た
め
、規
約
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
会
費
額
を
労
働

組
合
と
法
人
等
は
現
行
と
同
じ
月

額
５
０
０
０
円
と
し
、
個
人
事
務

所
等
は
正
会
員
と
同
額
の
３
０
０

お
知
ら
せ　

北
海
道
商
工
連

盟
の
第
48
回
総
会
と
同
協
同

組
合
の
第
47
回
総
会
を
６
月

28
日
14
時
か
ら
北
海
道
鉄
道

会
館
（
札
幌
市
中
央
区
北
12

西
18
）で
開
催
し
ま
す
。
例
年
、

総
会
後
に
開
い
て
い
た
懇
親

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
実
施
を
見

送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

０
円
と
し
、
総
会
後
か
ら
施
行
す

る
予
定
で
す
。

　

協
同
組
合
の
会
費
で
あ
る
「
平

等
割
賦
課
金
」
を
現
行
月
額
２
０

０
０
円
を
３
０
０
０
円
に
値
上
げ

し
ま
す
。こ
れ
は
、
額
が
結
成
当
時

か
ら
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
な
の
で
、

事
務
的
経
費
の
増
大
と
事
業
収
入

の
減
少
に
対
処
す
る
目
的
で
す
。こ

れ
に
よ
り
、
商
工
連
盟
の
会
費
と

同
額
と
な
り
ま
す
。実
施
は
２
０

２
３
年
度
か
ら
の
予
定
で
す
。

　

道
商
工
連
と
同
協
同
組
合
は
５
月
24
日
、
２
０
２
２
年
度
総

会
に
向
け
た
第
１
１
２
回
理
事
会
と
第
１
３
５
回
常
任
理
事
会
、

第
１
２
９
回
協
同
組
合
理
事
会
を
北
海
道
鉄
道
会
館
（
札
幌
市

中
央
区
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
議
案
を
提
案
通
り
承
認
し
、

６
月
28
日
の
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。



（２）

職業計 1.00 91,907 92,225

管理的職業 0.86  258 300

　専門的・技術的職業 1.55 19,694 12,674

　開発・製造技術者 0.81 557 690

　建築・土木・測量技術者 4.47 3,265 730

　情報処理・通信技術者 1.01  1,161 1,145

　医師、薬剤師等 2.23 543 244

　看護師、保健師等 1.38 4,546 3,290

　医療技術者、栄養士等 1.82 2,595 1,427

　保育士、福祉相談員等 2.20 5,347 2,433

事務的職業 0.39 8,678 21,978

　一般事務員 0.34 6,420 19,114

　会計・経理事務員 0.57  689 1,211

　営業・販売事務員 1.11 697 627

販売の職業 1.42 8,396 5,907

　販売店員、訪問販売員 1.43 5,833 4,087

　保険外交員、サービス外交員 1.07 103 96

　営業員 1.43 2,460 1,724

サービスの職業 2.21 22,657 10,2553

　ホームヘルパー、ケアワーカー 2.88 9,599 3,336

　看護助手、歯科助手等 2.91 1,561 9.7536

　調理人、調理見習 2.33 5,938 2,553

　給仕、接客サービス員 1.79 3,294 1,845

　マンション、駐車場等管理人 0.63 466 740

保安の職業 3.31 2,409 727

　警備員 3.33 2,404 723

農林漁業の職業 2.04 1,704 834

生産工程の職業 2.29 8,003 3,501

　生産機械制御・監視員 1.37 1561 1141

　金属加工、溶接・溶断工 3.10 1,200 387

　その他の製造加工作業員 2.08 3,7572 1,803

　機械組立工 1.74 　470 270

　整備工・修理工 3.83 1,712 447

　製品検査工 2.56 184 72

　塗装、ＣＡＤオペレーター 1.28 524 408

輸送、機械運転の職業 1.57 5,901 3,770

　自動車運転手 1.69 4,306 2,551

　ボイラー・建設機械運転工 1.46 1,393 956

建設・採掘の職業 3.69 6,525 1,770 

　型枠大工、とび工 5.24 1,1521 220 

　大工・左官 3.13 1,441 460 

　電気工事、電気配線工 3.55 9411 265

　建設・土木作業員 3.63 2,977 821

運搬・清掃・包装の職業 0.63 7,682 12,147

　運搬、配達、倉庫作業員 1.20 1,931 1,614

　清掃作業員 1.64 3,460 2,115

　包装作業員 2.78 267 96

　選別作業員、軽作業員 0.24 2,024 8,322

求人
倍率

求人
倍率

求人
数

求人
数

求職
者数

求職
者数

北海道労働局４月の月間求人倍率 2022 年 5 月 31 日

職　　種 職　　種

（注）1 . ハローワークインターネットサービスの機能拡充に伴い、令和 3年 9月以降
          の数値には、ハローワークに来所せず、オンライン上で求職登録した求職者数
          や、求職者がハローワークインターネットサービスの求人に直接応募した就職
          件数等が含まれている。
（注）2 . 常用とは、雇用契 約 において雇用期間の定めのない、又は４か月以上の雇
          用期間が定められているものをいう。

　

北
海
道
労
働
局
は
５
月
31
日
、

道
内
の
４
月
の
月
間
求
人
倍
率
を

発
表
し
た
。「
求
職
者
が
依
然
と
し

て
高
水
準
に
あ
り
、
弱
さ
が
み
ら

れ
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
雇
用
に
与
え
る
影
響
に
、

引
き
続
き
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
」と
し
て
い
る
。

有
効
求
人
倍
率

　

求
人
は
前
年
同
月
比
で
、
サ
ー

ビ
ス
業
33
・
６
％
、
製
造
業
29
・

２
％
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

25
・
０
％
と
大
幅
に
増
え
た
。サ

ー
ビ
ス
業
の
伸
び
は
労
働
者
派
遣

業
。減
少
し
た
の
は
情
報
通
信
業
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー
ビ
ス

業
が
44
・
４
％
減
っ
た
。

　

求
人
倍
率
は
建
設
関
係
で
極
め

て
高
く
、介
護
、警
備
、金
属
加
工
・

溶
接
・
溶
断
工
、
整
備
工
・
修
理

工
な
ど
で
深
刻
な
人
手
不
足
が
続

い
て
い
る
。飲
食
業
も
調
理
人
、
給

仕
・
接
客
サ
ー
ビ
ス
が
人
手
不
足

だ
。少
子
化
で
、
若
者
が
重
労
働
を

敬
遠
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
一

方
、一
般
事
務
や
会
計
・
経
理
事
務
、

軽
作
業
の
求
人
は
少
な
い
。

建
設
、介
護
、整
備
、調
理
も
人
手
不
足



３

　
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
は
グ
ル

ー
プ
全
体
で
７
〜
８
割
で
す
。遅
い

時
間
帯
に
営
業
す
る
バ
ー
や
ラ
ウ

ン
ジ
、深
夜
居
酒
屋
な
ど
は
、ま
だ

休
業
店
も
あ
り
６
割
ぐ
ら
い
で
し

ょ
う
か
」。グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
二

代
目
社
長
の
青
木
康
明
さ
ん
（
34
）

が
、
人
気
店
、「
北
海
道
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
蝦
夷
屋（
え
ぞ
や
）」の
店
内
で

話
し
て
く
れ
た
。

　

蝦
夷
屋
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
札

幌
発
祥
の
鉄
鍋
で
焼
い
た
肉
を
タ

レ
に
付
け
な
が
ら
食
べ
る
タ
イ
プ
。

一
番
人
気
は
厚
さ
が
１
セ
ン
チ
以

上
も
あ
る
生
ラ
ム
の「
な
ま
ら
厚
切

り
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」だ
。次
い
で「
特

上
塩
生
ラ
ム
肩
ロ
ー
ス
」で
、
こ
れ

に
「
特
製
の
辛
味
ネ
ギ
」
を
の
せ
て

コ
ロ
ナ
禍
を
多
角
化
経
営
で
乗
り
越
え
る

ー
プ
は
、ス
ス
キ
ノ
で
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル
の
醸
造
を
間
も
な
く
始
め

る
。ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
地
場
の
ビ
ー

ル
が
加
わ
れ
ば
魅
力
満
点
だ
。同

店
は
、
鍋
の
上
に
強
力
な
吸
煙
装

置
が
設
備
さ
れ
て
室
内
の
換
気
は

抜
群
。個
室
も
あ
っ
て
予
約
が
で

き
る
の
で
接
待
利
用
も
で
き
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
は
現
在
、
ス

ス
キ
ノ
や
バ
ン
コ
ク
（
タ
イ
王
国
）

な
ど
で
30
店
を
展
開
す
る
。１
９

７
８
年
に
、
初
代
社
長
の
青
木
定

信
氏
（
現
・
す
す
き
の
観
光
協
会

副
会
長
）
が
ス
ス
キ
ノ
で
焼
き
鳥

居
酒
屋「
一
文
銭
」を
開
業
し
た
の

が
始
ま
り
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
は
深
刻
だ
っ
た
。北
海

道
知
事
に
よ
る
全
国
に
先
駆
け
た

「
緊
急
事
態
宣
言
」（
同
２
月
28
日

か
ら
３
月
19
日
）
で
予
約
の
90
％

ほ
ど
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
、
そ
の

後
、
一
瞬
だ
け
ス
ス
キ
ノ
に
賑
（
に

ぎ
）わ
い
が
戻
っ
た
も
の
の
、政
府
の

７
都
府
県
へ
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

（
４
月
７
日
〜
５
月
６
日
）の
影
響

で
、
予
約
は
ゼ
ロ
に
な
り
、
同
社
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
店
の

ほ
と
ん
ど
が
休
業
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
社
員
ら
の
発
案
で

始
め
た
の
が「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
＆
デ

リ
バ
リ
ー
」だ
っ
た
。寿
司
や
、
焼
き

鳥
な
ど
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

始
め
、
オ
ー
ド
ブ
ル
や
ピ
ザ
な
ど
へ

も
広
げ
、
物
販
に
も
力
を
入
れ
た

た
。「
今
後
、
専
門
店
と
し
て
の
事

業
化
が
可
能
な
ほ
ど
成
功
さ
せ
た

Ａ
Ｐ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
蝦
夷
屋

会員訪問

社
員
ら
の
頑
張
り
と
、
地
元
の

お
客
さ
ま
の
お
か
げ
で
雇
用
の

維
持
に
成
果
を
あ
げ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
も
。

　

た
だ
、コ
ロ
ナ
禍
前
、
同
グ
ル

ー
プ
は
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
め
て
約
６
０
０
人
。時
短

営
業
や
休
業
で
転
出
し
た
人
は

多
く
、い
ま
、事
業
が
回
復
し
て

き
た
が
、
ま
だ
３
０
０
人
ほ
ど

で
、
深
刻
な
人
手
不
足
だ
と
い

う
。「
早
く
戻
り
た
い
と
言
っ
て

く
れ
る
の
で
す
が
、ま
た
時
短
や

休
業
に
な
る
と
困
る
か
ら
と
、

別
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
す
る
人

も
い
る
」の
だ
と
い
う
。　

　

同
グ
ル
ー
プ
は
本
部
機
能
と

自
社
所
有
の
不
動
産
管
理
や
人

材
派
遣
な
ど
を
担
う
㈱
エ
ー
ピ

ー
ア
ー
ル
な
ど
６
社
。飲
食
店
、

Ｂ
Ａ
Ｒ
、ラ
ウ
ン
ジ
、飲
食
デ
リ

バ
リ
ー
、
食
品
卸
売
、
食
品
製

造
、
ス
イ
ー
ツ
小
売
り
、
ネ
ッ
ト

販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
。

　
　
　

＊　
　
　
　

＊

住
所
・
札
幌
市
中
央
区
南
７

条
西
１
丁
目
７
│
１
、
電
話
０

１
１
・
５
１
２
・
０
１
２
６

食
べ
る
の
が
お
勧
め
。も
ち
ろ

ん
、
定
番
の
丸
い「
ラ
ム
ロ
ー

ル
」
も
あ
る
の
で
心
配
無
用

だ
。さ
ら
に
、
肉
と
一
緒
に
食

べ
る
専
用
ご
は
ん
の
「
オ
ン
・

ザ
・
ラ
イ
ス
」
は
一
度
食
べ
る

と
ク
セ
に
な
る
。北
海
道
産

の
味
の
濃
い
生
卵
と
、
き
ざ

み
ネ
ギ
な
ど
が
の
っ
て
い
て
、

こ
れ
に
特
性
タ
レ
と
合
わ
せ

た
道
産
山
わ
さ
び
と
、
好
み

の
加
減
に
焼
い
た
肉
を
の
せ

て
豪
快
に
食
べ
て
ほ
し
い
。さ

ら
に
、
朗
報
が
あ
る
。同
グ
ル

ラムロール肉はモヤシの上で、生ラム肉はは鉄鍋で直に焼く

北海道ジンギスカン蝦夷屋（中央区南５
西３北専ビル１階、電話011・513・0677）

テイクアウト＆デリバリーのおたる亭の寿司
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飲
ん
で
言
う
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も
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で
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て
し
ま
い

小
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さ
ん
さ
す
が
に
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ー
言
わ
な
い
ね

痛
い
と
こ
コ
コ
で
す
ね
っ
て
押

す
な
医
者
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ロ
戦
ド
キ
ッ
と
し
た
が
プ

ロ
野
球

念
願
の
物
価
高
だ
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黒
田
さ
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食
べ
て
マ
ス
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を
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水
た
ま
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つ
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た
ら
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ヤ
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て
見

て
る
人

「
ジ
イ
が
好
き
」
ス
キ
ス
キ
詐

欺
が
今
日
も
来
た

お
で
き
の
「
お
」
こ
れ
っ
て

敬
語
な
の
か
し
ら

夢
に
出
た
妻
は
色
紙
に
手
形

押
し

脱
が
せ
て
♪
と
初
め
て
言
っ

た
五
十
肩

ス
イ
ー
ツ
が
マ
ジ
ヤ
バ
イ
と
は

な
ん
じ
ゃ
ら
ほ
い

 

（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

　

道
商
工
連
が
加
盟
す
る
北
海
道

中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
「
令
和

３
年
道
内
中
小
企
業
の
廃
業
等
に

関
す
る
実
態
調
査
」
の
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。対
象
期
間
は
令
和

３
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

で
、
対
象
組
合
数
は
１
１
１
６
組

合
、回
答
数
４
８
８
組
合
、回
収
率

43
・
７
％
で
し
た
。

自
主
廃
業
の
件
数

　

廃
業
数
は
３
８
１
件
で
「
サ
ー

ビ
ス
業
」
が
一
番
多
く
１
９
９
件
、

次
い
で
「
小
売
業
」
86
件
、「
運
輸

業
」33
件
と
続
き
、
最
も
少
な
い
の

は「
卸
売
業
」の
８
件
で
し
た
。

自
主
廃
業
の
要
因

　

自
主
廃
業
の
主
な
要
因
は
「
後

継
者
等
人
材
難
」が
88
・
８
％（
前

年
比
＋
18
・
２
ポ
イ
ン
ト
）
と
最

も
多
く
、
次
い
で「
販
売
不
振
・
受

注
減
少
」が
32
・
７
％
（
同
△
１
・

８
ポ
イ
ン
ト
）、「
先
細
り
観
」
が

17
・
３
％（
同
△
７
・
９
ポ
イ
ン
ト
）

で
し
た
。

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
調
査

自
主
廃
業「
継
承
等
人
材
不
足
」が
88
・
８
％

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
に
よ
る
影
響
は
、

「
加
速
さ
せ
て
い
る
」
が

18
・
６
％
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、「
影
響
が
な
い
」が

40
・
９
％
、「
わ
か
ら
な

い
」が
40
・
５
％
で
し
た
。

「
加
速
さ
せ
て
い
る
」
の

要
因
で
は「
売
上
高
の
減

少
」
が
80
件
と
最
も
多

く
、「
取
引
先
・
顧
客
か

ら
の
受
注
減
少
」
が
39

件
、「
労
働
力
の
不
足
」が

36
件
で
し
た
。

■令和 2年　■令和３年自主廃業の要因


